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第13回EST普及推進フォーラム（2023/7/18）受賞団体ミニ講演2　奨励賞
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奥入瀬渓流利用適正化協議会・奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会 1



国道102号
国道103号

国道102号

国道454号

国道103号

至 八戸市→

至 青森市↑

至 弘前市←

至 秋田県鹿角市

焼山地区

休屋地区

奥入瀬渓流区間
延長約14km

十和田市街地

国道102号 奥入瀬渓流について

奥入瀬渓流利用適正化協議会・奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会 1

国道102号奥入瀬渓流区間

・焼山、休屋地区住民のための生活道路
・県南地方と秋田県を結ぶ広域物流ルート
・十和田八幡平国立公園の特別保護区域内に位

置する広域観光ルート



奥入瀬渓流と十和田湖について
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• 日本蘚苔類学会において「日本の貴重なコケの森」

に認定

• 渓流のせせらぎや鳥のさえずりなど、“音”も魅力の

一つで、環境省の「残したい日本の音風景１００選」

にも選ばれ、目だけでなく耳でも楽しめるのも魅力

• 国指定植物が３００種以上植生し、ツキノワグマやカ

モシカ、クマゲラなどの希少動物も数多く生息して

いる。

• 奥入瀬渓流は国立公園の中でも最も保全基準の厳

しい特別保護地区に指定されており、元来自然環

境を良好に保全すべき地区となっている。

• 国が文化財保護法に基づく特別名勝及び天然記念

物に指定されている。 （特別名勝は全国に３６箇

所）

▲十和田八幡平国立公園と特別保護地区
出典：環境庁自然保護局・青森県自然保護課・秋田県自然保護課 平成9年8
月「十和田・八幡平国立公園（十和田・八甲田地域）」区域及び公園計画図

特徴①：国を代表する優れた景観

特徴②：豊かな動植物の生息環境

特徴③：国内有数の観光資源



行楽シーズンの渋滞➡マイカー規制実施へ
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・奥入瀬渓流区間は、行楽シーズンにおいて車両
の集中、路上駐車等により著しい渋滞。
〔奥入瀬渓流通過時間 ： 通常時18分 → 渋滞
時：1時間30分〕

渋滞

・渋滞や走行性低下、路上駐車による環境負荷が
懸念。

・自然環境はもちろん、散策者などの利用者にも
決して良い環境とは言えない状況。

環境への負荷

マイカー規制実施へ

・環境保全と渋滞対策のため、平成15年度よりマ
イカー規制を実施。

■ 慢性的な渋滞

■ 車と人が錯綜

■ 車道のすぐ横が渓流



国道102号
国道103号

国道102号

国道454号

国道103号

至 八戸市→

至 青森市↑

至 弘前市←

至 秋田県鹿角市

焼山地区

休屋地区

奥入瀬渓流区間
延長約14km

十和田市街地

国道102号 奥入瀬渓流について

奥入瀬渓流利用適正化協議会・奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会 1

国道102号奥入瀬渓流区間

・焼山、休屋地区住民のための生活道路
・県南地方と秋田県を結ぶ広域物流ルート
・十和田八幡平国立公園の特別保護区域内に位

置する広域観光ルート



国道102号 奥入瀬渓流について

奥入瀬渓流利用適正化協議会・奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会 1

奥入瀬（青橅山）バイパス
工事中

社会実験として
マイカー交通規制

H15～



エコロードフェスタ①
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エコロードフェスタ④
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エコロードフェスタ④

奥入瀬渓流利用適正化協議会・奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会 8



エコロードフェスタ④

奥入瀬渓流利用適正化協議会・奥入瀬渓流エコツーリズムプロジェクト実行委員会 8



エコロードフェスタ⑤
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「未来の奥入瀬」体験ツアー
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国道103号奥入瀬（青橅山バイパス）開通に向けて
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wc

■交通規制

■交通規制
渓流区間を徒歩で安全に散策

渓流区間は代替交通
（電気バス、グリスロ
等）のみ通行

駐車場で代替交通に乗り換え

駐車場で代替交通に乗り換
え

バイパス開通後のイメージ（一例）

青橅山バイパス
あおぶなやま

奥入瀬（青橅山）バイパ開通後

奥入瀬渓流区間の車両乗り入れを制限
し、「自然環境の保全」と「観光利用（良
好なエコツーリズム環境の創出）」の両
立を図る。



令和5年10月23日～29日の７日間 開催予定。
皆様のお越しをお待ちしております。

奥入瀬渓流
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